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　4 回は、「行財政改革でどうなった ? 今後は ?」です。
　今号は、これまでの行財政改革がもたらした成果と今後についてお知らせします。

☎

委員報酬見直し
約1700万円

部制廃止によ
る組織簡素化

給与独自削減
約５億6000万円

職員の削減
　　△32人

グループ制導入
による効率化 人材育成方針に基

づく職員資質向上

受益者負担の見直
し（入浴助成ほか）

行政評価による
事業の見直し

全ての補助金
を新規採択

廃校舎民活（２施設）
火葬場の統廃合

４つの施設に指
定管理者導入

行政文書の電子化

実施項目（39項目）のうち主な内容
（実施期間：平成18年度～平成22年度）

委員報酬見直し、職員削減、
給与削減 /約 7億 7800万円

管理経費削減、事業の見直
しなど /約 2億 7800 万円

町債（借金）の返済　一般会計で45億 5300万円

　財政危機を回避するための各種の歳出削
減や事業の抑制など、緊急的な取組みを
行った結果、収支不足解消に一定の効果が
表れました。反面、削減や抑制を主体にし
た「減量型」の取組みは、町全体の活力を
弱める方向にも作用しており、国内経済の
急速な冷え込みの影響と相まって地域経済
や町民の暮らしの元気を失わせている側面
も持ち合わせています。
　このことから、現在進めている「まちづ
くり総合計画」の点検と連動し、24 年度
以降は、まちづくり計画と行財政改革が車
の両輪のように進められるよう取組みの見
直しを図ります。
　安全安心の施策重視は勿論ですが、我慢・
辛抱できるものは節約し、眠っている町の
特性や長所を伸ばす的確な施策を展開し、
「まちづくりと財政健全化の両立」を目指
します。

救急診療体制等支援事業
子宮頸がん等ワクチン接種事業
健康づくりの郷ネットワーク事業

緊急雇用創出対策事業
ふるさと雇用再生特別対策事業
住宅リフォーム支援事業

日本ジオパーク洞爺湖有珠山大会事業
洞爺湖町花と緑のまちづくり推進事業
洞爺湖温泉「食」プロジェクト事業
TOYAKOマンガ・アニメフェスタ事業
洞爺湖マラソン開催事業
北海道ツーデーマーチ開催事業

常設保育所運営事業
＊土曜日の午後保育ほか
小中学校特別支援教育支援員・介護員配置事業

洞爺湖町チャレンジショップ支援事業
空き店舗活用フリーマーケット開催事業

農業振興事業 /ユウキあるクリーン農業推進
事業補助他
水産振興事業 /ウニ養殖試験事業補助・虻田
漁港（大磯分区）整備事業

23 年度の主な
まちづくり事業


